
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】電源電圧の電圧降下を抑えて半導体装置の安定

動作を維持しつつ、信号配線のための配線リソースをよ

り多く確保できるようにする。

【解決手段】第１の電源配線１１０、第２の電源配線１

２０、およびメッシュ電源配線用コンタクト１３０によ

って構成されたメッシュ電源配線と、メッシュ電源配線

の配線層より基板側の第３の配線層上のストラップ電源

配線１４０とがストラップ電源配線用コンタクト１５０

によって接続される。第３の配線層より基板側の第４の

配線層に設けられたセル電源配線１７０とストラップ電

源配線１４０とがセル電源配線用コンタクト１８０で接

続される。これにより、ストラップ電源配線用コンタク

ト１５０の個数がセル電源配線用コンタクト１８０の個

数よりも少なく設定されることによって、配線リソース

がより多く確保される。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の 配 線 層 を 有 す る 半 導 体 装 置 で あ っ て 、
　 第 １ の 配 線 層 に 設 け ら れ た 互 い に 平 行 な 複 数 本 の 第 １ の 電 源 配 線 と 、
　 前 記 第 １ の 配 線 層 よ り 基 板 側 の 第 ２ の 配 線 層 に 、 そ れ ぞ れ 前 記 第 １ の 電 源 配 線 に 対 し 垂
直 方 向 に 設 け ら れ た 複 数 本 の 第 ２ の 電 源 配 線 と 、
　 前 記 第 ２ の 配 線 層 よ り 基 板 側 の 第 ３ の 配 線 層 に 設 け ら れ た 第 ３ の 電 源 配 線 と 、
　 前 記 第 ３ の 配 線 層 よ り 基 板 側 の 第 ４ の 配 線 層 に 設 け ら れ た 第 ４ の 電 源 配 線 と 、
　 前 記 第 １ の 電 源 配 線 と 前 記 第 ２ の 電 源 配 線 と が 互 い に 交 差 す る 箇 所 で 、 こ れ ら を 互 い に
接 続 す る 第 １ の コ ン タ ク ト と 、
　 前 記 第 １ の 電 源 配 線 、 お よ び 第 ２ の 電 源 配 線 の う ち の 少 な く と も 一 方 と 前 記 第 ３ の 電 源
配 線 と を 互 い に 接 続 す る 第 ２ の コ ン タ ク ト と 、
　 前 記 第 ３ の 電 源 配 線 と 前 記 第 ４ の 電 源 配 線 と を 互 い に 接 続 す る 複 数 個 の 第 ３ の コ ン タ ク
ト と 、
　 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ の 半 導 体 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 第 ３ の 電 源 配 線 は 、 前 記 第 ２ の 電 源 配 線 と 交 差 す る 位 置 、 ま た は 平 行 な 方 向 で 重 な
り 合 う 位 置 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ の 半 導 体 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 第 ３ の 電 源 配 線 は 、 そ れ ぞ れ の 前 記 第 ２ の 電 源 配 線 と 平 行 な 方 向 で 重 な り 合 う 位 置
に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ２ の 半 導 体 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 第 ３ の 電 源 配 線 は 、 複 数 の 第 ２ の 電 源 配 線 の う ち の 何 れ か の 電 源 配 線 と 平 行 な 方 向
で 重 な り 合 う 位 置 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の う ち の 何 れ か １ 項 の 半 導 体 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 第 ２ の コ ン タ ク ト は 、 前 記 第 １ の 電 源 配 線 と 前 記 第 ３ の 電 源 配 線 と が 互 い に 交 差 す
る 箇 所 、 お よ び 第 ２ の 電 源 配 線 と 前 記 第 ３ の 電 源 配 線 と が 互 い に 交 差 す る 箇 所 の う ち の 一
部 の 箇 所 に 対 し て 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ の う ち の 何 れ か １ 項 の 半 導 体 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ の 電 源 配 線 は 、 基 板 か ら 最 も 離 れ た 配 線 層 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る
半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ６ の う ち の 何 れ か １ 項 の 半 導 体 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ の 電 源 配 線 、 第 ２ の 電 源 配 線 、 お よ び 第 ３ の 電 源 配 線 の そ れ ぞ れ の 配 線 幅 と 配
線 間 隔 は 、 電 源 電 圧 が 供 給 さ れ る 回 路 素 子 に お け る 電 源 電 圧 降 下 量 が 所 定 の 量 以 下 に な る
よ う に 定 め ら れ た 配 線 幅 、 お よ び 配 線 間 隔 で あ る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ の 半 導 体 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ の 配 線 層 、 第 ２ の 配 線 層 、 お よ び 第 ３ の 配 線 層 は 、 信 号 配 線 が 設 け ら れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ８ の う ち の 何 れ か １ 項 の 半 導 体 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ の 電 源 配 線 、 第 ２ の 電 源 配 線 、 ま た は 第 ３ の 電 源 配 線 は 、 基 板 へ の 投 影 形 状 が
、 回 路 素 子 と 重 な る 位 置 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
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　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ９ の う ち の 何 れ か １ 項 の 半 導 体 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 第 ４ の 電 源 配 線 は 、 前 記 第 ３ の 電 源 配 線 に 対 し 垂 直 方 向 に 設 け ら れ て い る こ と を 特
徴 と す る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 １ ０ の 半 導 体 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 第 ３ の コ ン タ ク ト は 、 前 記 第 ３ の 電 源 配 線 と 前 記 第 ４ の 電 源 配 線 と が 互 い に 交 差 す
る 箇 所 の う ち の 一 部 の 交 差 箇 所 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 複 数 の 配 線 層 を 有 す る 半 導 体 装 置 に 関 す る も の で あ り 、 よ り 詳 し く は 、 半 導
体 装 置 の 配 線 構 造 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 半 導 体 装 置 で は 、 半 導 体 装 置 内 の 回 路 素 子 に 電 源 を 供 給 す る 電 源 配 線 の 配 線 抵 抗 を 十 分
に 小 さ く し て お か な い と 、 回 路 素 子 が 動 作 し た 時 に 電 源 配 線 に 流 れ る 電 流 に よ っ て 電 源 配
線 に よ る 電 圧 降 下 が 大 き く な っ て し ま い 、 回 路 素 子 の 動 作 遅 延 の 増 大 や 誤 動 作 を 引 き 起 こ
し て し ま う 。 こ の た め 、 近 年 の 半 導 体 装 置 の 高 集 積 化 と 大 規 模 化 に 伴 い 半 導 体 装 置 に お け
る 電 源 配 線 設 計 が 重 要 に な っ て き て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 に 、 消 費 す る 電 力 が 大 き い 半 導 体 装 置 で は 、 電 源 配 線 の 電 圧 降 下 が 顕 著 な た め 、 回 路
素 子 へ 電 圧 降 下 の 少 な い 安 定 し た 電 源 電 圧 を 供 給 で き る 電 源 配 線 構 造 が 求 め ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 安 定 し た 電 源 電 圧 を 供 給 す る た め の 電 源 配 線 構 造 を 有 す る 半 導 体 装 置 と し て は 、 半 導 体
チ ッ プ 上 の 各 回 路 素 子 ご と に 必 要 な 電 力 の 総 和 に 応 じ た 幅 の 電 源 配 線 を メ ッ シ ュ 状 に 設 け
る よ う に し た も の が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ を 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 ８ は 、 従 来 の 半 導 体 装 置 の 電 源 配 線 構 造 を 示 す 平 面 図 で あ る 。 ま た 、 図 ９ は 、 図 ８ に
示 す 各 構 成 要 素 の 位 置 関 係 を 立 体 的 に 表 し た 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ れ ら の 図 に 示 す よ う に 、 従 来 の 半 導 体 装 置 ６ ０ ０ は 、 第 １ の 電 源 配 線 ６ ２ ０ 、 第 ２ の
電 源 配 線 ６ ３ ０ 、 メ ッ シ ュ 電 源 配 線 用 コ ン タ ク ト ６ ４ ０ 、 メ ッ シ ュ 電 源 配 線 ６ １ ０ よ り も
下 の 層 で 形 成 さ れ る セ ル 電 源 配 線 ６ ５ ０ 、 セ ル 電 源 配 線 用 コ ン タ ク ト ６ ６ ０ 、 お よ び 回 路
素 子 ６ ７ ０ を 備 え て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 第 １ の 電 源 配 線 ６ ２ ０ 、 お よ び 第 ２ の 電 源 配 線 ６ ３ ０ は 、 回 路 素 子 ６ ７ ０ に 必 要 な 電 力
の 総 和 に 応 じ た 幅 、 お よ び 本 数 で 、 そ れ ぞ れ の 配 線 層 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 メ ッ シ ュ 電 源 配 線 用 コ ン タ ク ト ６ ４ ０ は 、 第 １ の 電 源 配 線 ６ ２ ０ と 第 ２ の 電 源 配 線 ６ ３
０ と を 接 続 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 の 第 １ の 電 源 配 線 ６ ２ ０ 、 第 ２ の 電 源 配 線 ６ ３ ０ 、 お よ び メ ッ シ ュ 電 源 配 線 用 コ ン
タ ク ト ６ ４ ０ に よ っ て メ ッ シ ュ 電 源 配 線 ６ １ ０ が 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 セ ル 電 源 配 線 用 コ ン タ ク ト ６ ６ ０ は 、 第 ２ の 電 源 配 線 ６ ３ ０ と セ ル 電 源 配 線 ６ ５ ０ と を
接 続 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 半 導 体 装 置 で は 、 メ ッ シ ュ 電 源 配 線 ６ １ ０ が 図 示 し な い 電 源 供 給
端 子 を 介 し て 電 源 電 圧 （ ま た は グ ラ ン ド 電 圧 ） に 接 続 さ れ る こ と に よ っ て 、 セ ル 電 源 配 線
用 コ ン タ ク ト ６ ６ ０ と セ ル 電 源 配 線 ６ ５ ０ と を 介 し て 、 回 路 素 子 ６ ７ ０ に 安 定 し た 電 源 電
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圧 （ ま た は グ ラ ン ド 電 圧 ） が 供 給 さ れ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ５ － ３ ３ ５ ４ ８ ４ 号 公 報 （ 図 １ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 の よ う な 従 来 の 半 導 体 装 置 は 、 以 下 の よ う な 問 題 点 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 メ ッ シ ュ 電 源 配 線 ６ １ ０ は 最 上 層 と そ の 一 つ 下 の 配 線 層 を 使 用 し 、 セ ル 電 源 配 線 ６ ５ ０
は 最 下 層 の 配 線 層 を 使 用 す る こ と が 多 い の で 、 第 ２ の 電 源 配 線 ６ ３ ０ が 設 け ら れ て い る 配
線 層 と セ ル 電 源 配 線 ６ ５ ０ 設 け ら れ て い る 配 線 層 と の 間 に は 、 複 数 の 配 線 層 が あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 し た が っ て 、 メ ッ シ ュ 電 源 配 線 ６ １ ０ と セ ル 電 源 配 線 ６ ５ ０ と が 交 差 す る と こ ろ が セ ル
電 源 配 線 用 コ ン タ ク ト ６ ６ ０ で 接 続 さ れ る と 、 複 数 の 配 線 層 を 貫 く セ ル 電 源 配 線 用 コ ン タ
ク ト ６ ６ ０ が 数 多 く 配 置 さ れ る こ と に な る 。 す な わ ち 、 セ ル 電 源 配 線 用 コ ン タ ク ト ６ ６ ０
が 複 数 の 配 線 層 に 渡 っ て 配 線 リ ソ ー ス （ 配 線 を 配 置 す る た め に 必 要 な 領 域 ） を 消 費 し て し
ま い 信 号 配 線 の 効 率 的 な 配 線 の 妨 げ に な っ て し ま う と い う 問 題 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 特 に 、 半 導 体 装 置 の 高 集 積 化 の た め に 配 線 層 の 多 層 配 線 化 が 進 む と 、 メ ッ シ ュ 電 源 配 線
６ １ ０ と セ ル 電 源 配 線 ６ ５ ０ と の 間 の 配 線 層 が 多 く な る の で 、 セ ル 電 源 配 線 用 コ ン タ ク ト
６ ６ ０ に よ る 配 線 リ ソ ー ス の 消 費 の 影 響 が 顕 著 に な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 半 導 体 装 置 の 製 造 技 術 の 進 歩 に よ り 製 造 プ ロ セ ス の 微 細 化 が 進 む に つ れ 、 単 位 長
さ あ た り の 配 線 抵 抗 が 増 加 す る が 、 例 え ば ０ ． １ ３ μ ｍ あ た り の プ ロ セ ス 世 代 で は 、 メ ッ
シ ュ 電 源 配 線 ６ １ ０ と セ ル 電 源 配 線 ６ ５ ０ の 配 線 幅 を 広 く す る だ け で は 、 十 分 に 電 源 配 線
の 配 線 抵 抗 を 低 く で き ず 、 回 路 素 子 ６ ７ ０ に 供 給 す る 電 源 電 圧 の 電 圧 降 下 を 抑 え る こ と が
困 難 に な っ て き て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 微 細 化 さ れ た プ ロ セ ス で は 、 製 造 に お け る 歩 留 ま り 向 上 の た め 、 配 線 幅 の 上 限 値
が 制 限 さ れ る の で 、 全 て の 電 源 配 線 の 幅 を で き る 限 り 広 く し て も 、 電 源 電 圧 の 電 圧 降 下 を
十 分 に 抑 え る こ と が 困 難 に な っ て き て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 メ ッ シ ュ 電 源 配 線 ６ １ ０ が 設 け ら れ る こ と が 多 い 上 層 側 の ２ つ の 配 線 層 は 、 単 位
長 さ あ た り の 配 線 抵 抗 が 他 の 配 線 層 よ り も 低 い の で 、 タ イ ミ ン グ が 厳 し い 信 号 配 線 に 使 用
す る の が 有 利 で あ る が 、 電 源 配 線 の 配 線 抵 抗 を 下 げ る た め メ ッ シ ュ 電 源 配 線 ６ １ ０ の 配 線
間 隔 を 狭 め れ ば 狭 め る ほ ど 、 上 層 側 の ２ つ の 配 線 層 に お け る 信 号 配 線 の 配 線 リ ソ ー ス を 消
費 し て し ま う 。 そ の 結 果 、 タ イ ミ ン グ が 厳 し い 信 号 配 線 を 他 の 配 線 層 に 配 置 す る こ と に よ
っ て 信 号 配 線 の タ イ ミ ン グ の 悪 化 を 招 い た り 、 配 線 リ ソ ー ス 不 足 を 補 う た め に 、 半 導 体 装
置 の 面 積 を 増 大 さ せ な け れ ば な ら な く な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 タ イ ミ ン グ が 悪 化 す る と 、 そ の 対 策 の た め の 設 計 工 数 が か か り 、 設 計 期 間 の 増 大
に つ な が っ て し ま う し 、 半 導 体 装 置 の 面 積 の 増 大 は 、 電 源 配 線 を 引 き 回 す 距 離 が 長 く な る
こ と に よ る 電 源 電 圧 の 電 圧 降 下 や 、 半 導 体 装 置 の 歩 留 ま り 低 下 に よ る 製 造 コ ス ト の 増 加 を
招 い て し ま う 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の 問 題 に 着 目 し て な さ れ た も の で あ り 、 電 源 電 圧 の 電 圧 降 下 を 抑 え て 半
導 体 装 置 の 安 定 動 作 を 維 持 し つ つ 、 信 号 配 線 の た め の 配 線 リ ソ ー ス を よ り 多 く 確 保 し て 集
積 度 の 高 い 半 導 体 装 置 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 前 記 の 課 題 を 解 決 す る た め 、 請 求 項 １ の 発 明 は 、
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　 複 数 の 配 線 層 を 有 す る 半 導 体 装 置 で あ っ て 、
　 第 １ の 配 線 層 に 設 け ら れ た 互 い に 平 行 な 複 数 本 の 第 １ の 電 源 配 線 と 、
　 前 記 第 １ の 配 線 層 よ り 基 板 側 の 第 ２ の 配 線 層 に 、 そ れ ぞ れ 前 記 第 １ の 電 源 配 線 に 対 し 垂
直 方 向 に 設 け ら れ た 複 数 本 の 第 ２ の 電 源 配 線 と 、
　 前 記 第 ２ の 配 線 層 よ り 基 板 側 の 第 ３ の 配 線 層 に 設 け ら れ た 第 ３ の 電 源 配 線 と 、
　 前 記 第 ３ の 配 線 層 よ り 基 板 側 の 第 ４ の 配 線 層 に 設 け ら れ た 第 ４ の 電 源 配 線 と 、
　 前 記 第 １ の 電 源 配 線 と 前 記 第 ２ の 電 源 配 線 と が 互 い に 交 差 す る 箇 所 で 、 こ れ ら を 互 い に
接 続 す る 第 １ の コ ン タ ク ト と 、
　 前 記 第 １ の 電 源 配 線 、 お よ び 第 ２ の 電 源 配 線 の う ち の 少 な く と も 一 方 と 前 記 第 ３ の 電 源
配 線 と を 互 い に 接 続 す る 第 ２ の コ ン タ ク ト と 、
　 前 記 第 ３ の 電 源 配 線 と 前 記 第 ４ の 電 源 配 線 と を 互 い に 接 続 す る 複 数 個 の 第 ３ の コ ン タ ク
ト と 、
　 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ れ に よ り 、 電 源 電 圧 を 供 給 す る た め に 、 第 １ の 配 線 層 と 第 ３ の 配 線 層 の 間 に あ る 配 線
層 を 貫 く コ ン タ ク ト の 個 数 を 減 少 さ せ る こ と が で き る の で 、 従 来 の 半 導 体 装 置 と 比 べ 、 信
号 配 線 の た め の 配 線 リ ソ ー ス （ 配 線 を 配 置 す る た め に 必 要 な 領 域 ） を よ り 多 く 確 保 で き 、
半 導 体 装 置 の 集 積 度 を よ り 高 く す る こ と が 可 能 に な る 。 ま た 、 第 ３ の 電 源 配 線 が 設 け ら れ
る こ と に よ っ て 、 電 源 供 給 に 用 い ら れ る 配 線 の 本 数 を 増 加 さ せ る こ と が で き 、 電 源 配 線 の
配 線 抵 抗 を 下 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ の 発 明 は 、
　 請 求 項 １ の 半 導 体 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 第 ３ の 電 源 配 線 は 、 前 記 第 ２ の 電 源 配 線 と 交 差 す る 位 置 、 ま た は 平 行 な 方 向 で 重 な
り 合 う 位 置 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 請 求 項 ３ の 発 明 は 、
　 請 求 項 ２ の 半 導 体 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 第 ３ の 電 源 配 線 は 、 そ れ ぞ れ の 前 記 第 ２ の 電 源 配 線 と 平 行 な 方 向 で 重 な り 合 う 位 置
に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 請 求 項 ４ の 発 明 は 、
　 請 求 項 ２ の 半 導 体 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 第 ３ の 電 源 配 線 は 、 複 数 の 第 ２ の 電 源 配 線 の う ち の 何 れ か の 電 源 配 線 と 平 行 な 方 向
で 重 な り 合 う 位 置 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ れ ら に よ り 、 第 ２ の 電 源 配 線 と 第 ３ の 電 源 配 線 と を 直 接 コ ン タ ク ト で 接 続 す る こ と が
可 能 に な る の で 、 第 ２ の 配 線 層 、 お よ び 第 １ の 電 源 配 線 と 第 ２ の 電 源 配 線 の 間 に あ る 配 線
層 の コ ン タ ク ト の 個 数 を 減 少 さ せ る こ と が で き 、 信 号 配 線 の た め の 配 線 リ ソ ー ス を よ り 多
く 確 保 で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 請 求 項 ５ の 発 明 は 、
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の う ち の 何 れ か １ 項 の 半 導 体 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 第 ２ の コ ン タ ク ト は 、 前 記 第 １ の 電 源 配 線 と 前 記 第 ３ の 電 源 配 線 と が 互 い に 交 差 す
る 箇 所 、 お よ び 第 ２ の 電 源 配 線 と 前 記 第 ３ の 電 源 配 線 と が 互 い に 交 差 す る 箇 所 の う ち の 一
部 の 箇 所 に 対 し て 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ れ に よ り 、 前 記 第 １ の 電 源 配 線 と 前 記 第 ３ の 電 源 配 線 と が 互 い に 交 差 す る 箇 所 、 お よ
び 第 ２ の 電 源 配 線 と 前 記 第 ３ の 電 源 配 線 と が 互 い に 交 差 す る 箇 所 の う ち の 一 部 の 箇 所 に 対
し て 第 ２ の コ ン タ ク ト が 設 け ら れ る の で 、 信 号 配 線 の た め の 配 線 リ ソ ー ス を よ り 多 く 確 保
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で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 請 求 項 ６ の 発 明 は 、
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ の う ち の 何 れ か １ 項 の 半 導 体 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ の 電 源 配 線 は 、 基 板 か ら 最 も 離 れ た 配 線 層 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る
。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ れ に よ り 、 前 記 第 １ の 電 源 配 線 が 基 板 か ら 最 も 離 れ た 配 線 層 に 設 け ら れ る の で 、 第 １
の 配 線 層 と 第 ３ の 配 線 層 の 間 の 配 線 層 に お け る 信 号 配 線 の た め の 配 線 リ ソ ー ス を よ り 多 く
確 保 で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 請 求 項 ７ の 発 明 は 、
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ６ の う ち の 何 れ か １ 項 の 半 導 体 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ の 電 源 配 線 、 第 ２ の 電 源 配 線 、 お よ び 第 ３ の 電 源 配 線 の そ れ ぞ れ の 配 線 幅 と 配
線 間 隔 は 、 電 源 電 圧 が 供 給 さ れ る 回 路 素 子 に お け る 電 源 電 圧 降 下 量 が 所 定 の 量 以 下 に な る
よ う に 定 め ら れ た 配 線 幅 、 お よ び 配 線 間 隔 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ れ に よ り 、 適 切 な 電 源 電 圧 が 半 導 体 装 置 内 の 回 路 に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 請 求 項 ８ の 発 明 は 、
　 請 求 項 １ の 半 導 体 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ の 配 線 層 、 第 ２ の 配 線 層 、 お よ び 第 ３ の 配 線 層 は 、 信 号 配 線 が 設 け ら れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 請 求 項 ９ の 発 明 は 、
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ８ の う ち の 何 れ か １ 項 の 半 導 体 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ の 電 源 配 線 、 第 ２ の 電 源 配 線 、 ま た は 第 ３ の 電 源 配 線 は 、 基 板 へ の 投 影 形 状 が
、 回 路 素 子 と 重 な る 位 置 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ れ ら に よ り 、 前 記 第 １ の 配 線 層 、 第 ２ の 配 線 層 、 お よ び 第 ３ の 配 線 層 の 配 線 リ ソ ー ス
が 電 源 配 線 以 外 の 信 号 配 線 に も 有 効 に 利 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 請 求 項 １ ０ の 発 明 は 、
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ９ の う ち の 何 れ か １ 項 の 半 導 体 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 第 ４ の 電 源 配 線 は 、 前 記 第 ３ の 電 源 配 線 に 対 し 垂 直 方 向 に 設 け ら れ て い る こ と を 特
徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ れ に よ り 、 第 ４ の 電 源 配 線 が 前 記 第 ３ の 電 源 配 線 に 対 し 垂 直 方 向 に 設 け ら れ る の で 、
前 記 第 ３ の 電 源 配 線 と 前 記 第 ４ の 電 源 配 線 と を 容 易 に 第 ３ の コ ン タ ク ト で 接 続 す る こ と が
可 能 に な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 請 求 項 １ １ の 発 明 は 、
　 請 求 項 １ ０ の 半 導 体 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 第 ３ の コ ン タ ク ト は 、 前 記 第 ３ の 電 源 配 線 と 前 記 第 ４ の 電 源 配 線 と が 互 い に 交 差 す
る 箇 所 の う ち の 一 部 の 交 差 箇 所 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ れ に よ り 、 前 記 第 ３ の コ ン タ ク ト が 前 記 第 ３ の 電 源 配 線 と 前 記 第 ４ の 電 源 配 線 と が 互
い に 交 差 す る 箇 所 の う ち の 一 部 の 交 差 箇 所 に 設 け ら れ る の で 、 信 号 配 線 の た め の 配 線 リ ソ
ー ス を よ り 多 く 確 保 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
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【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 電 源 電 圧 の 電 圧 降 下 を 抑 え て 半 導 体 装 置 の 安 定 動 作 を 維 持 し つ つ 、 信
号 配 線 の た め の 配 線 リ ソ ー ス を よ り 多 く 確 保 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 《 発 明 の 実 施 形 態 １ 》
　 図 １ は 本 発 明 の 実 施 形 態 １ に 係 る 半 導 体 装 置 １ ０ ０ の 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 半 導 体 装 置 １ ０ ０ は 、 複 数 の 配 線 層 を 有 し 、 同 図 に 示 す よ う に 、 第 １ の 電 源 配 線 １ １ ０
、 第 ２ の 電 源 配 線 １ ２ ０ 、 メ ッ シ ュ 電 源 配 線 用 コ ン タ ク ト １ ３ ０ 、 ス ト ラ ッ プ 電 源 配 線 １
４ ０ 、 ス ト ラ ッ プ 電 源 配 線 用 コ ン タ ク ト １ ５ ０ 、 ス タ ン ダ ー ド セ ル １ ６ ０ 、 セ ル 電 源 配 線
１ ７ ０ 、 お よ び セ ル 電 源 配 線 用 コ ン タ ク ト １ ８ ０ を 備 え て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 図 ２ は 、 第 １ の 電 源 配 線 １ １ ０ 等 の 位 置 関 係 を 立 体 的 に 表 し た 図 で あ る 。 な お 、
以 下 の 説 明 で は 、 便 宜 上 第 １ の 電 源 配 線 １ １ ０ の 設 け ら れ て い る 配 線 層 が 上 側 で あ る と す
る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 第 １ の 電 源 配 線 １ １ ０ は 、 所 定 の 間 隔 で 互 い に 平 行 な 位 置 関 係 の 複 数 の 電 源 配 線 で あ り
、 例 え ば 、 半 導 体 装 置 の 最 上 層 に 設 け ら れ 、 図 示 し な い 電 源 供 給 端 子 を 介 し て 電 源 電 圧 （
ま た は グ ラ ン ド 電 圧 ） に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 第 ２ の 電 源 配 線 １ ２ ０ は 、 第 １ の 電 源 配 線 １ １ ０ が 設 け ら れ た 配 線 層 よ り も 下 の 配 線 層
に 、 前 記 最 上 層 側 か ら 見 た 第 １ の 電 源 配 線 １ １ ０ と 第 ２ の 電 源 配 線 １ ２ ０ の 投 影 形 状 が 互
い に 垂 直 と な る 方 向 に 設 け ら れ た 複 数 の 電 源 配 線 で あ り 、 そ れ ぞ れ の 第 ２ の 電 源 配 線 １ ２
０ は 、 所 定 の 間 隔 で 、 互 い に 平 行 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 上 記 の 第 １ の 電 源 配 線 １ １ ０ 、 お よ び 第 ２ の 電 源 配 線 １ ２ ０ の 配 線 幅 と 配 線 間 隔
は 、 ス タ ン ダ ー ド セ ル １ ６ ０ 等 の 電 源 電 圧 が 供 給 さ れ る 回 路 素 子 の 消 費 電 力 に 応 じ て 決 定
さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 メ ッ シ ュ 電 源 配 線 用 コ ン タ ク ト １ ３ ０ は 、 図 １ 、 お よ び 図 ２ に 示 す よ う に 、 第 １ の 電 源
配 線 １ １ ０ と 第 ２ の 電 源 配 線 １ ２ ０ と が 互 い に 交 差 す る 位 置 に 設 け ら れ 、 両 者 を 接 続 す る
よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 上 記 の 第 １ の 電 源 配 線 １ １ ０ 、 第 ２ の 電 源 配 線 １ ２ ０ 、 お よ び メ ッ シ ュ 電 源 配 線 用 コ ン
タ ク ト １ ３ ０ に よ っ て 、 メ ッ シ ュ 状 の 電 源 配 線 （ メ ッ シ ュ 電 源 配 線 ） が 形 成 さ れ る 。 こ の
メ ッ シ ュ 電 源 配 線 は 、 ス タ ン ダ ー ド セ ル １ ６ ０ に 高 電 位 側 の 電 源 電 圧 を 供 給 す る Ｖ Ｄ Ｄ 配
線 と し て 使 用 し て も よ い し 、 低 電 位 側 の 電 源 電 圧 を 供 給 す る Ｖ Ｓ Ｓ 配 線 と し て 使 用 し て も
よ い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ス ト ラ ッ プ 電 源 配 線 １ ４ ０ は 、 第 ２ の 電 源 配 線 １ ２ ０ が あ る 配 線 層 と ス タ ン ダ ー ド セ ル
１ ６ ０ が 設 け ら れ た 配 線 層 の 間 に あ る 配 線 層 、 例 え ば 、 ス タ ン ダ ー ド セ ル １ ６ ０ が 設 け ら
れ て い る 配 線 層 の １ つ 上 の 配 線 層 で 、 第 ２ の 電 源 配 線 １ ２ ０ と 同 じ 向 き に 設 け ら れ た 電 源
配 線 で あ る 。 ス ト ラ ッ プ 電 源 配 線 １ ４ ０ の 配 線 幅 、 お よ び 複 数 本 の ス ト ラ ッ プ 電 源 配 線 １
４ ０ が 互 い に 平 行 に 設 け ら れ た 場 合 の 配 線 間 隔 は 、 ス タ ン ダ ー ド セ ル １ ６ ０ 等 の 電 源 電 圧
が 供 給 さ れ る 回 路 素 子 の 消 費 電 力 に 応 じ て 決 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ス ト ラ ッ プ 電 源 配 線 用 コ ン タ ク ト １ ５ ０ は 、 第 １ の 電 源 配 線 １ １ ０ と ス ト ラ ッ プ 電 源 配
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線 １ ４ ０ と が 交 差 す る 位 置 に 複 数 個 設 け ら れ 、 第 １ の 電 源 配 線 １ １ ０ と ス ト ラ ッ プ 電 源 配
線 １ ４ ０ を 接 続 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ス タ ン ダ ー ド セ ル １ ６ ０ は 、 セ ル 電 源 配 線 １ ７ ０ か ら 供 給 さ れ た 電 源 電 圧 （ ま た は グ ラ
ン ド 電 圧 ） で 動 作 す る 回 路 で あ り 、 半 導 体 装 置 １ ０ ０ の 内 部 に 複 数 個 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 セ ル 電 源 配 線 １ ７ ０ は 、 ス タ ン ダ ー ド セ ル １ ６ ０ と 同 じ 配 線 層 に 、 ス タ ン ダ ー ド セ ル １
６ ０ の 配 置 に 応 じ て 設 け ら れ た 電 源 配 線 で あ り 、 各 ス タ ン ダ ー ド セ ル １ ６ ０ に 電 源 電 圧 （
ま た は グ ラ ン ド 電 圧 ） を 供 給 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 セ ル 電 源 配 線 用 コ ン タ ク ト １ ８ ０ は 、 ス ト ラ ッ プ 電 源 配 線 １ ４ ０ と セ ル 電 源 配 線 １ ７ ０
と が 交 差 す る 位 置 で 、 こ れ ら を 接 続 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 な お 、 図 １ 等 に は 、 図 示 し て い な い が 第 １ の 電 源 配 線 １ １ ０ 、 第 ２ の 電 源 配 線 １ ２ ０ 、
ス ト ラ ッ プ 電 源 配 線 １ ４ ０ 等 が 設 け ら れ て い る 配 線 層 に は 、 電 源 配 線 以 外 に も 信 号 配 線 が
設 け ら れ て い る 。 ま た 、 図 ２ に は 図 示 し な い が 、 半 導 体 装 置 １ ０ ０ で は 、 第 ２ の 電 源 配 線
１ ２ ０ が 設 け ら れ て い る 配 線 層 と ス ト ラ ッ プ 電 源 配 線 １ ４ ０ が 設 け ら れ て い る 配 線 層 の 間
に は 、 １ つ ま た は ２ つ 以 上 の 配 線 層 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 上 記 の よ う に 構 成 さ れ た 半 導 体 装 置 １ ０ ０ に お い て 、 セ ル 電 源 配 線 １ ７ ０ は 、 ス タ ン ダ
ー ド セ ル １ ６ ０ の 配 置 に 応 じ た 間 隔 で 配 線 さ れ る が 、 第 １ の 電 源 配 線 １ １ ０ 、 第 ２ の 電 源
配 線 １ ２ ０ 、 お よ び ス ト ラ ッ プ 電 源 配 線 １ ４ ０ の 配 線 間 隔 は 、 こ れ に 比 べ 広 く で き る の で
、 ス ト ラ ッ プ 電 源 配 線 用 コ ン タ ク ト １ ５ ０ の 個 数 は 、 セ ル 電 源 配 線 用 コ ン タ ク ト １ ８ ０ の
個 数 （ す な わ ち 、 従 来 の 半 導 体 装 置 の セ ル 電 源 配 線 用 コ ン タ ク ト ６ ６ ０ の 個 数 に ほ ぼ 相 当
す る 個 数 ） よ り も 少 な く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 す な わ ち 、 ス ト ラ ッ プ 電 源 配 線 １ ４ ０ が 設 け ら れ る こ と に よ っ て 、 第 １ の 電 源 配 線 １ １
０ が 設 け ら れ て い る 配 線 層 と ス ト ラ ッ プ 電 源 配 線 １ ４ ０ が 設 け ら れ て い る 配 線 層 の 間 の 配
線 層 で は 、 従 来 の 半 導 体 装 置 と 比 べ 、 信 号 配 線 の た め の 配 線 リ ソ ー ス （ 配 線 を 配 置 す る た
め に 必 要 な 領 域 ） を 増 加 さ せ る こ と が 可 能 に な る 。 こ の コ ン タ ク ト 削 減 に よ る 配 線 リ ソ ー
ス の 増 加 は 、 第 ２ の 電 源 配 線 １ ２ ０ が あ る 配 線 層 と ス ト ラ ッ プ 電 源 配 線 １ ４ ０ が あ る 配 線
層 の 間 に 位 置 す る 配 線 層 が 多 け れ ば 多 い ほ ど 、 ま た ス ト ラ ッ プ 電 源 配 線 １ ４ ０ が あ る 配 線
層 と セ ル 電 源 配 線 １ ７ ０ が あ る 配 線 層 と の 間 に あ る 配 線 層 が 少 な け れ ば 少 な い ほ ど 大 き い
。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ま た 、 第 １ の 電 源 配 線 １ １ ０ 、 ス ト ラ ッ プ 電 源 配 線 用 コ ン タ ク ト １ ５ ０ 、 ス ト ラ ッ プ 電
源 配 線 １ ４ ０ 、 セ ル 電 源 配 線 用 コ ン タ ク ト １ ８ ０ 、 セ ル 電 源 配 線 １ ７ ０ の 順 で ス タ ン ダ ー
ド セ ル １ ６ ０ に は 電 源 電 圧 （ ま た は グ ラ ン ド 電 圧 ） が 供 給 さ れ る 。 ス ト ラ ッ プ 電 源 配 線 １
４ ０ が 設 け ら れ る こ と に よ っ て 、 電 源 電 圧 の 供 給 に 使 用 さ れ る 配 線 の 本 数 を 増 加 さ せ る こ
と が で き 、 電 源 配 線 の 配 線 抵 抗 の 低 下 さ せ る こ と が 可 能 に な る 。 す な わ ち 、 第 １ の 電 源 配
線 １ １ ０ と 第 ２ の 電 源 配 線 １ ２ ０ だ け で は 不 十 分 で あ っ た 電 源 配 線 の 電 圧 降 下 の 低 減 が 可
能 と な り 、 半 導 体 装 置 を よ り 安 定 に 動 作 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ま た 、 半 導 体 装 置 の 上 層 側 の ２ つ の 配 線 層 は 、 他 の 配 線 層 よ り も 単 位 長 さ あ た り の 配 線
抵 抗 が 低 い た め 、 例 え ば タ イ ミ ン グ の 厳 し い 信 号 配 線 を 配 置 す る の に 有 利 で あ る が 、 上 記
の よ う に 、 電 源 配 線 の 配 線 抵 抗 の 低 下 さ せ る こ と が 可 能 に な る こ と に よ っ て 、 半 導 体 装 置
の 上 層 側 の ２ つ の 配 線 層 に お い て メ ッ シ ュ 電 源 配 線 で 消 費 さ れ る 配 線 リ ソ ー ス を 減 少 さ せ
る こ と が さ ら に 可 能 に な り 、 タ イ ミ ン グ の 厳 し い 信 号 配 線 を 上 層 側 の 配 線 層 に 配 置 す る こ
と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】

10

20

30

40

50

(8) JP 2006-173492 A 2006.6.29



　 《 発 明 の 実 施 形 態 ２ 》
　 実 施 形 態 １ の 装 置 よ り も 、 さ ら に 電 源 供 給 の た め の コ ン タ ク ト の 個 数 を 減 少 さ せ 、 配 線
リ ソ ー ス を 増 加 さ せ る こ と が 可 能 な 装 置 の 例 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 な お 、 以 下 の 実 施 形 態 に お い て 前 記 実 施 形 態 １ 等 と 同 様 の 機 能 を 有 す る 構 成 要 素 に つ い
て は 、 同 一 の 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 ２ に 係 る 半 導 体 装 置 ２ ０ ０ の 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ る 。 ま た
、 図 ４ は 、 半 導 体 装 置 ２ ０ ０ の 各 構 成 要 素 の 位 置 関 係 を 立 体 的 に 表 し た 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 半 導 体 装 置 ２ ０ ０ は 、 図 ２ 、 お よ び 図 ３ に 示 す よ う に 、 実 施 形 態 １ の 半 導 体 装 置 と は 、
第 ２ の 電 源 配 線 １ ２ ０ と ス ト ラ ッ プ 電 源 配 線 １ ４ ０ と が 、 第 １ の 電 源 配 線 １ １ ０ が 設 け ら
れ て い る 配 線 層 の 側 か ら 見 て 、 互 い に 重 な り 合 う よ う に 配 置 さ れ て い る 点 、 お よ び メ ッ シ
ュ 電 源 配 線 用 コ ン タ ク ト １ ３ ０ と ス ト ラ ッ プ 電 源 配 線 用 コ ン タ ク ト １ ５ ０ と が 、 第 １ の 電
源 配 線 １ １ ０ と 第 ２ の 電 源 配 線 １ ２ ０ と の 交 差 す る 箇 所 に 設 け ら れ て い る 点 が 異 な っ て い
る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 上 記 の よ う に 、 全 て の ス ト ラ ッ プ 電 源 配 線 １ ４ ０ が 第 ２ の 電 源 配 線 １ ２ ０ に 平 行 な 方 向
で 重 な っ て 配 置 さ れ る こ と に よ り 、 メ ッ シ ュ 電 源 配 線 用 コ ン タ ク ト １ ３ ０ と ス ト ラ ッ プ 電
源 配 線 用 コ ン タ ク ト １ ５ ０ を 共 用 化 で き る （ す な わ ち 、 第 １ の 電 源 配 線 １ １ ０ か ら ス ト ラ
ッ プ 電 源 配 線 １ ４ ０ ま で 、 第 ２ の 電 源 配 線 １ ２ ０ を 経 由 し て 貫 通 す る コ ン タ ク ト を 設 け る
こ と が で き る 。 ） 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 し た が っ て 、 実 施 形 態 １ の 装 置 に 比 べ 、 複 数 の 配 線 層 を 貫 く コ ン タ ク ト の 個 数 を さ ら に
減 ら す こ と が で き 、 信 号 配 線 の た め の 配 線 リ ソ ー ス を よ り 増 加 さ せ る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 《 発 明 の 実 施 形 態 ３ 》
　 図 ５ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 ３ に 係 る 半 導 体 装 置 ３ ０ ０ の 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 半 導 体 装 置 ３ ０ ０ は 、 実 施 形 態 ２ の 装 置 の よ う に 、 全 て の 第 ２ の 電 源 配 線 １ ２ ０ に 対 応
し て ス ト ラ ッ プ 電 源 配 線 １ ４ ０ が 設 け ら れ る の で は な く 、 一 部 の 第 ２ の 電 源 配 線 １ ２ ０ に
対 応 し て ス ト ラ ッ プ 電 源 配 線 １ ４ ０ が 設 け ら れ て い る 半 導 体 装 置 の 例 で あ る 。 設 け ら れ る
ス ト ラ ッ プ 電 源 配 線 １ ４ ０ の 本 数 は 、 電 源 電 圧 の 電 圧 降 下 値 が 許 容 で き る 範 囲 と な る よ う
に 決 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 上 記 の よ う に 構 成 さ れ る こ と に よ っ て 、 前 記 の 各 実 施 形 態 よ り も さ ら に 、 ス ト ラ ッ プ 電
源 配 線 用 コ ン タ ク ト １ ５ ０ 、 お よ び セ ル 電 源 配 線 用 コ ン タ ク ト １ ８ ０ の 個 数 を 削 減 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 ま た 、 ス ト ラ ッ プ 電 源 配 線 １ ４ ０ の 本 数 が 上 記 の よ う に 決 定 さ れ る こ と に よ っ て 、 ス ト
ラ ッ プ 電 源 配 線 １ ４ ０ の 本 数 を 減 ら す こ と が 可 能 に な り 、 ス ト ラ ッ プ 電 源 配 線 １ ４ ０ と 同
一 の 配 線 層 に 設 け ら れ た 信 号 配 線 ３ ９ ０ （ 図 ５ ） の た め の 配 線 リ ソ ー ス を 増 加 さ せ る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 《 発 明 の 実 施 形 態 ４ 》
　 図 ６ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 ４ に 係 る 半 導 体 装 置 ４ ０ ０ の 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 半 導 体 装 置 ４ ０ ０ は 、 実 施 形 態 １ 等 の 装 置 の よ う に 、 第 ２ の 電 源 配 線 １ ２ ０ と ス ト ラ ッ
プ 電 源 配 線 １ ４ ０ と が 交 差 す る 箇 所 全 て に ス ト ラ ッ プ 電 源 配 線 用 コ ン タ ク ト １ ５ ０ が 設 け
ら れ る の で は な く 、 一 部 の 交 差 箇 所 に の み ス ト ラ ッ プ 電 源 配 線 用 コ ン タ ク ト １ ５ ０ が 設 け
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ら て い る 半 導 体 装 置 の 例 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 半 導 体 装 置 ４ ０ ０ で は 、 ス ト ラ ッ プ 電 源 配 線 用 コ ン タ ク ト １ ５ ０ が 設 け ら れ る 個 数 は 、
電 源 電 圧 の 電 圧 降 下 値 が 許 容 で き る 範 囲 と な る よ う に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 な お 、 図 ６ で は 、 メ ッ シ ュ 電 源 配 線 用 コ ン タ ク ト １ ３ ０ を １ つ だ け 図 示 し て い る が 、 第
１ の 電 源 配 線 １ １ ０ と 第 ２ の 電 源 配 線 １ ２ ０ と が 交 差 す る 全 て の 箇 所 に 設 け る よ う に し て
も よ い 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 こ の よ う に 、 ス ト ラ ッ プ 電 源 配 線 用 コ ン タ ク ト １ ５ ０ を 前 記 一 部 の 交 差 箇 所 に の み に 配
置 す る こ と に よ っ て 、 ス ト ラ ッ プ 電 源 配 線 １ ４ ０ が 設 け ら れ て い る 配 線 層 よ り も 上 層 側 の
配 線 層 の 信 号 配 線 の た め の 配 線 リ ソ ー ス を 増 加 さ せ る こ と が 可 能 に な る 。 第 ２ の 電 源 配 線
１ ２ ０ が 設 け ら れ て い る 配 線 層 と ス ト ラ ッ プ 電 源 配 線 １ ４ ０ が 設 け ら れ て い る 配 線 層 と の
間 の 配 線 層 の 数 が 多 け れ ば 多 い ほ ど 、 配 線 リ ソ ー ス の 増 加 も 大 き く な る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 《 発 明 の 実 施 形 態 ５ 》
　 図 ７ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 ４ に 係 る 半 導 体 装 置 ５ ０ ０ の 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 半 導 体 装 置 ５ ０ ０ は 、 実 施 形 態 ２ の 装 置 の よ う に 、 ス ト ラ ッ プ 電 源 配 線 １ ４ ０ と セ ル 電
源 配 線 １ ７ ０ と が 交 差 す る 全 て の 箇 所 に セ ル 電 源 配 線 用 コ ン タ ク ト １ ８ ０ が 設 け ら れ る の
で は な く 、 一 部 の 交 差 す る 箇 所 に の み 設 け ら れ て い る 半 導 体 装 置 の 例 で あ る 。 セ ル 電 源 配
線 用 コ ン タ ク ト １ ８ ０ を 配 置 す る 個 数 は 、 電 源 電 圧 の 電 圧 降 下 値 が 許 容 で き る 範 囲 と な る
よ う に 決 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 し た が っ て 、 本 実 施 形 態 で は 、 ス ト ラ ッ プ 電 源 配 線 １ ４ ０ が 設 け ら れ て い る 配 線 層 と セ
ル 電 源 配 線 １ ７ ０ が 設 け ら れ て い る 配 線 層 の 間 に 位 置 す る 配 線 層 に お け る 信 号 配 線 の た め
の 配 線 リ ソ ー ス を 増 加 さ せ る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 な お 、 各 実 施 形 態 に お い て 、 第 １ の 電 源 配 線 １ １ ０ 、 第 ２ の 電 源 配 線 １ ２ ０ 、 お よ び ス
ト ラ ッ プ 電 源 配 線 １ ４ ０ が 設 け ら れ て い る そ れ ぞ れ の 配 線 層 は 、 信 号 配 線 の 配 線 層 と し て
も 使 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 ま た 、 第 １ の 電 源 配 線 １ １ ０ 、 第 ２ の 電 源 配 線 １ ２ ０ 、 お よ び ス ト ラ ッ プ 電 源 配 線 １ ４
０ は 、 基 板 へ の 投 影 形 状 が ト ラ ン ジ ス タ な ど の 回 路 素 子 の 上 に 重 な る よ う に 配 置 し て も よ
い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 本 発 明 に 係 る 半 導 体 装 置 は 、 電 源 電 圧 の 電 圧 降 下 を 抑 え て 半 導 体 装 置 の 安 定 動 作 を 維 持
し つ つ 、 信 号 配 線 の た め の 配 線 リ ソ ー ス を よ り 多 く 確 保 で き る と い う 効 果 を 有 し 、 複 数 の
配 線 層 を 有 す る 半 導 体 装 置 等 と し て 有 用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ８ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 １ に 係 る 半 導 体 装 置 の 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 １ に 係 る 半 導 体 装 置 に お け る 電 源 配 線 等 の 位 置 関 係 を 立 体 的 に
示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 ２ に 係 る 半 導 体 装 置 の 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 ２ に 係 る 半 導 体 装 置 に お け る 電 源 配 線 等 の 位 置 関 係 を 立 体 的 に
示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 ３ に 係 る 半 導 体 装 置 の 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 ４ に 係 る 半 導 体 装 置 の 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
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【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 ５ に 係 る 半 導 体 装 置 の 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 従 来 の 半 導 体 装 置 の 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 従 来 の 半 導 体 装 置 に お け る 電 源 配 線 等 の 位 置 関 係 を 立 体 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 　 　 　 １ ０ ０ 　 　 　 半 導 体 装 置
　 　 　 　 １ １ ０ 　 　 　 第 １ の 電 源 配 線
　 　 　 　 １ ２ ０ 　 　 　 第 ２ の 電 源 配 線
　 　 　 　 １ ３ ０ 　 　 　 メ ッ シ ュ 電 源 配 線 用 コ ン タ ク ト
　 　 　 　 １ ４ ０ 　 　 　 ス ト ラ ッ プ 電 源 配 線
　 　 　 　 １ ５ ０ 　 　 　 ス ト ラ ッ プ 電 源 配 線 用 コ ン タ ク ト
　 　 　 　 １ ６ ０ 　 　 　 ス タ ン ダ ー ド セ ル
　 　 　 　 １ ７ ０ 　 　 　 セ ル 電 源 配 線
　 　 　 　 １ ８ ０ 　 　 　 セ ル 電 源 配 線 用 コ ン タ ク ト
　 　 　 　 ２ ０ ０ 　 　 　 半 導 体 装 置
　 　 　 　 ３ ０ ０ 　 　 　 半 導 体 装 置
　 　 　 　 ３ ９ ０ 　 　 　 信 号 配 線
　 　 　 　 ４ ０ ０ 　 　 　 半 導 体 装 置
　 　 　 　 ５ ０ ０ 　 　 　 半 導 体 装 置
　 　 　 　 ６ ０ ０ 　 　 　 半 導 体 装 置
　 　 　 　 ６ １ ０ 　 　 　 メ ッ シ ュ 電 源 配 線
　 　 　 　 ６ ２ ０ 　 　 　 第 １ の 電 源 配 線
　 　 　 　 ６ ３ ０ 　 　 　 第 ２ の 電 源 配 線
　 　 　 　 ６ ４ ０ 　 　 　 メ ッ シ ュ 電 源 配 線 用 コ ン タ ク ト
　 　 　 　 ６ ５ ０ 　 　 　 セ ル 電 源 配 線
　 　 　 　 ６ ６ ０ 　 　 　 セ ル 電 源 配 線 用 コ ン タ ク ト
　 　 　 　 ６ ７ ０ 　 　 　 回 路 素 子
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】
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